































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































施設形態 場所 国・郡 設置時期 廃止時期 面　積 管理者 街　道
城 小田原 相模・足柄
下
御殿 中原 相模・大住 慶長年間 明暦 （ 年
（（（5（）
（,（（（ 坪 中原街道
御殿 藤沢 相模・高座 慶長年間 （,（50 坪
御殿 神奈川 武蔵・橘樹 慶長 （5 年
（（（（0）
延宝年間 （（（ 坪 御殿番 東海道












御殿（※） 忍 武蔵・埼玉 慶長年間ヵ 中山道





城 岩槻 武蔵・埼玉 日光御成道












御殿 船橋 下総・葛飾 慶長 （（ 年
（（（（（）
寛文年間 （,000 坪 東金御成道





下総・千葉 慶長 （（ 年
（（（（（）
東金御成道
御茶屋 土気 上総・山辺 慶長年間ヵ






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年代・宿泊場所 慶長 （（（（（0（） 慶長 （（ 慶長 （5 慶長 （（ 慶長 （（ 慶長 （（ 慶長 （（
元和元
（（（（5）
◎駿府 （/（（（出発） （0/（（（出発）（0/（（（出発）（0/（（出発） 閏 （0/（（出
発）
（/（（（出発） （/（（（出発）
〇清水 （0/（（ （0/（ （/（（ （/（（
〇善徳寺（今泉） （0/（（（日々
鷹狩）
（0/（5 （0/（ （/（（ （0/（
〇三島 （（/5（ 病 気
→駿府）
（0/（（ （0/（ （/（0 （0/（
◎小田原 （0/（ （/（（ （0/（
〇中原 （0/（0 （/（（ （0/5
〇藤沢 （0/（（ （/（5 （0/（
〇神奈川 （0/（（ （/（（ （0/（
〇稲毛（小杉） （0/（5




◎川越 （0/（（ （0/（（ （0/（5



















〇府中 ⦿ （0/（（（?） （（/（（
〇中原 （（/（





〇中原 （（/（（ （/（（ （（/（
◎小田原 （（/（0 （/（（ （（/（（
〇三島 （（/（（ （/（（ （（/（（
〇善徳寺（今泉） （（/（（ （/（（ （（/（5
◎駿府 （0/（ （（/（（ （（/（5 （/（（ （（/（（
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































慶長 （（ 年	（0 月 （0 日 中原 幕府家臣が大御所に御膳のもてなし
（0 月 （0 日 中原 大御所に大久保加賀守死去を知らせる
（0 月 （（ 日 神奈川 将軍が大御所を出迎え、対談する
（0 月 （（ 日 戸田（蕨） 将軍家臣が大御所に諸事を沙汰する
（（ 月 	5 日 忍 将軍の使者が大御所のもとに参上して諸事を執行する
（（ 月 	（ 日 鴻巣 将軍が鷹狩りにやってくる
（（ 月 	（ 日 鴻巣 大御所付家臣が将軍にお目見えする
（（ 月 	（ 日 忍 呑龍上人が大御所に仏法の雑譚をなす
（（ 月 	（ 日 忍 大御所鷹狩り、鷹之鳥の料理を近侍に振舞う
（（ 月 	（ 日 忍 伊達政宗が大御所に馬 （0 疋と鷹 （0 聯を献上する
（（ 月 （（ 日 忍 南部利直が大御所に茶を振舞う
（（ 月 （（ 日 忍 大御所が南部利直や近侍に茶を振舞う
（（ 月 （（ 日 忍 大御所が紹一検校を召し出して平家物語を語らせる
（（ 月 （（ 日 忍 将軍が大御所に三種の嘉肴を献上する
（（ 月 （（ 日 神奈川 将軍が来訪して大御所と対面し、鷹を献上する
（（ 月 （（ 日 神奈川 良久が大御所と鷹の雑談をする
（（ 月 （（ 日 神奈川 将軍が大御所の元にやってきて雑談、本多正信同席する
（（ 月 （（ 日 中原 鎌倉荘厳院が保暦間記を持参し大御所に読み聞かせる
慶長 （（ 年	 （ 月 （0 日 三島 大久保忠隣が大御所を出迎える
（ 月 （（ 日 神奈川 将軍が大御所を出迎え、御旅館で対談する
（（ 月 	（ 日 鴻巣 将軍が鷹狩りにやってくる（～（（ 月 （0 日）
（（ 月 	（ 日 忍 忍御殿で大御所と僧侶らが新しく決めた儀式を論議する
（（ 月 	（ 日 忍 佐野修理大夫が大御所にお目見えする
（（ 月 （5 日 忍 大御所が病気のため鷹狩を中止する
（（ 月 （（ 日 忍 鷹狩りの途中で百姓らが目安を出す
（（ 月 （（ 日 忍 代官と百姓が大御所の御前で対決、代官を罷免する
（（ 月 （0 日 越谷 本多正純が大御所の元にやってくる
（（ 月 （（ 日 越谷 将軍家臣が大御所と面会する
（（ 月 （（ 日 越谷 近辺百姓が鷹場で代官を訴える目安を出す
（（ 月 （（ 日 越谷 代官と百姓が大御所の御前で対決、百姓らを逮捕する
（（ 月 	5 日 稲毛（小杉） 大御所が本多正信に隼・万病円・八味円を下賜する
（（ 月 	5 日 小杉 大御所が本多正信に来春の大名手伝普請の指示を出す
（（ 月 	（ 日 中原 大御所に京都所司代板倉勝重よりの飛脚が到来する
（（ 月 	（ 日 中原 将軍使者が大御所の元にやってきて肴を献上する
慶長 （（ 年	 正月 	（ 日 葛西（青戸） 将軍使者が大御所の元にやってきて肴を献上する
正月 	（ 日 東金 将軍使者が大御所の元にやってきて諸物を献上する
正月 （（ 日 東金 大御所が近辺に猪多数につき狩猟の指示を出す
正月 （（ 日 東金 大御所に村越直吉死去を知らせる
正月 （5 日 東金 本多忠将が大御所に毎日肴などを献上する



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































施設名 郡 設置時期 廃止時期 寺院との関係 備考 出典
高田御殿 豊島 寛永年間 延宝 （ 年 のち北御薬園、護
国寺建立
新編武蔵風土記稿
隅田川御殿 葛飾 寛永年間ヵ 木母寺境内 正保国絵図に記
載、公家招待
葛西志
大井御茶屋 荏原 正保 （ 年 常林寺境内 将軍の御祈祷所 新編武蔵風土記稿
永代島御茶屋 葛飾 寛永年間ヵ 永代寺辺 新編武蔵風土記稿
本所御茶屋 葛飾 寛永年間 最勝寺境内 御府内備考、葛西
志
谷中御茶屋 豊島 寛永 （5 年 感応寺境内 御府内備考
目黒御殿 荏原 寛永 （（ 年 瀧泉寺境内 寺の伽藍復興時に
建設
新編武蔵風土記稿




西ヶ原御殿 豊島 寛永年間ヵ 正保国絵図に記載 新編武蔵風土記稿
王子御殿 豊島 寛永 （（ 年 金輪寺仏殿西 板橋御殿、王子御
茶屋とも
新編武蔵風土記稿
代々木御茶屋 豊島 寛永年間 大正院境内 家光の鷹狩りとの
関係
新編武蔵風土記稿
下高田御茶屋 豊島 寛永年間 元禄以前 南蔵院境内 家光の鷹狩りによ
る御休息所
新編武蔵風土記稿
高円寺御茶屋 多摩 寛永年間ヵ 高円寺境内 御殿は高 （ 尺、広
さ （ 間四方
新編武蔵風土記稿
井之頭御殿 多摩 寛永年間 井之頭池西 家光の鷹狩りとの
関係
武蔵名勝図会
千住御殿 足立 寛永年間 延宝８年 勝専寺境内 家綱の日光社参で
御殿建設
新編武蔵風土記稿
新宿御茶屋 葛飾 寛永年間ヵ 正保国絵図に記載 新編武蔵風土記稿
218（19）
の
御
殿
の
造
営
・
廃
絶
の
時
期
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。「
御
場
御
用
留
」
の
「
西
ヶ
原
御
殿
山
之
事
」
に
は
、「
大
猷
院
様
御
代
御
殿
御
座
候
由
申
伝
候
、
惣
坪
壱
万
四
千
七
坪
、
山
守
長
右
衛
門
と
申
竹
木
番
い
た
し
候
ニ
付
、
壱
ヶ
年
米
十
俵
被
下
候
、
森
林
ニ
罷
成
、
猪
住
申
候）11
（
」
と
あ
り
、
こ
の
御
殿
は
家
光
時
代
に
造
営
さ
れ
、
御
殿
地
の
広
さ
は
一
万
四
〇
〇
七
坪
に
及
ぶ
広
大
な
も
の
で
、
寺
院
の
境
内
に
位
置
づ
く
も
の
で
も
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
解
体
さ
れ
た
模
様
で
、
跡
地
に
は
竹
木
が
茂
っ
た
た
め
長
右
衛
門
と
い
う
人
物
が
山
守
と
な
っ
て
管
理
し
、
そ
の
者
に
は
一
ヶ
年
に
米
一
〇
俵
の
扶
持
米
が
支
給
さ
れ
た
。
や
が
て
御
殿
跡
地
は
森
林
と
な
り
、
ま
た
猪
の
住
処
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
、
享
保
期
に
は
将
軍
徳
川
吉
宗
に
よ
る
猪
狩
り
が
挙
行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
　
次
に
、
隅
田
川
御
殿
に
つ
い
て
も
、
そ
の
造
営
・
廃
絶
を
物
語
る
史
料
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
の
隅
田
村
の
項
に
あ
る
「
御
殿
蹟
」
に
は
、「
五
智
堂
の
西
北
な
り
、
寛
永
中
の
記
に
当
所
御
殿
の
こ
と
を
載
せ
、
正
保
改
の
国
図
に
も
当
寺
の
傍
隅
田
川
の
辺
に
御
殿
と
書
た
り
、
寺
記
に
明
暦
三
年
五
月
二
十
五
日
厳
有
院
殿
御
遊
あ
る
へ
し
と
て
、
同
月
十
四
日
よ
り
御
殿
建
か
へ
始
ま
り
、
其
実
延
宝
二
年
二
月
又
御
殿
の
模
様
替
へ
ら
れ
し
こ
と
な
と
を
載
す）11
（
」
と
あ
り
、
隅
田
川
御
殿
は
木
母
寺
の
傍
ら
で
隅
田
川
の
ほ
と
り
に
あ
っ
て
、
そ
の
後
幾
度
か
建
て
替
え
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
　
「
御
場
御
用
留
」
の
「
隅
田
村
木
母
寺
之
事
」
に
、「
慶
安
元
子
年
頃　
大
猷
院
様　
御
膳
所
ニ
相
成
候
由
、　
厳
有
院
様
ニ
も
被
為　
入
、
御
膳
所
ニ
相
成
、
本
堂
御
建
立
御
座
候
由）11
（
」
と
あ
り
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
頃
に
木
母
寺
が
家
光
の
鷹
野
御
成
時
の
御
膳
所
と
な
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
御
膳
所
と
い
う
施
設
は
享
保
期
に
指
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で
は
存
在
す
る
は
ず
も
な
く
、
こ
れ
が
御
殿
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
み
ら
れ
る
。
　
「
常
憲
院
殿
御
実
紀
」
の
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
五
月
十
四
日
条
に
は
、「
少
老
秋
元
摂
津
守
喬
知
に
、
品
川
、
墨
田
川
、
両
所
の
行
殿
営
作
の
事
を
命
ぜ
ら
る）11
（
」
と
あ
り
、
若
年
寄
の
秋
元
喬
知
が
隅
田
川
御
殿
と
品
川
御
殿
の
造
営
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
こ
の
時
に
作
成
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
「
隅
田
川
御
殿
御
指
図
」
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
隅
田
川
御
殿
は
木
母
寺
と
一
体
の
施
設
で
、
単
独
で
御
殿
と
し
て
の
機
能
を
果
た
せ
る
施
設
で
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る）11
（
。
し
か
し
、
こ
れ
は
改
め
て
造
営
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
最
初
に
造
営
さ
れ
た
御
殿
が
ど
の
よ
う
な
規
模
の
も
の
で
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
期
の
御
殿
は
前
述
し
た
よ
う
に
寺
院
の
境
内
に
位
置
づ
く
も
の
が
多
く
、
狭
小
な
施
設
で
あ
る
（20）217
こ
と
が
特
徴
で
、
鷹
野
御
成
時
の
休
息
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
の
御
殿
・
御
茶
屋
は
家
光
の
鷹
狩
り
中
の
休
息
所
と
し
て
有
力
寺
院
の
傍
ら
に
建
設
さ
れ
利
用
さ
れ
た
が
、
廃
絶
時
期
は
明
確
で
な
い
も
の
の
、
家
光
没
後
一
部
を
除
い
て
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
解
体
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
四　

第
三
期（
綱
吉
期
―
家
継
期
）の
御
殿
と
そ
の
役
割
　
徳
川
綱
吉
は
将
軍
就
任
以
来
一
度
も
鷹
狩
り
を
挙
行
せ
ず
、
御
殿
が
鷹
狩
り
の
際
の
休
息
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
御
殿
は
将
軍
や
親
族
の
癒
や
し
の
場
、
あ
る
い
は
公
家
・
門
跡
の
接
待
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
将
軍
就
任
前
、
綱
吉
が
上
野
館
林
藩
の
藩
主
で
あ
っ
た
関
係
で
、
小
石
川
白
山
に
あ
っ
た
下
屋
敷
は
将
軍
家
の
別
邸
と
し
て
幕
府
に
収
公
さ
れ
、
小
石
川
（
白
山
）
御
殿
と
呼
ば
れ
、
御
成
時
の
休
息
・
娯
楽
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
こ
の
御
殿
に
は
御
殿
奉
行
や
御
殿
番
頭
・
御
殿
番
な
ど
の
役
人
が
詰
め
て
い
た）1（
（
。
　
「
常
憲
院
殿
御
実
紀
」
の
天
和
二
年
（
一
六
八
二
）
六
月
十
日
条
に
「
小
石
川
離
弟
に
わ
た
ら
せ
給
ふ
、
堀
田
筑
前
守
正
俊
、
牧
野
備
後
守
成
貞
、
幷
に
御
側
の
輩
は
羽
織
袴
着
し
て
陪
行
す
、
其
外
は
各
放
鷹
の
時
の
よ
そ
ひ
の
ご
と
し）11
（
」
と
あ
り
、
小
石
川
御
殿
（
離
弟
）
へ
の
御
成
に
際
し
て
大
老
の
堀
田
正
俊
、
側
用
人
の
牧
野
成
貞
、
そ
れ
に
御
側
の
者
に
羽
織
・
袴
を
着
用
さ
せ
、
そ
の
ほ
か
に
供
奉
し
た
家
臣
た
ち
に
も
鷹
狩
り
装
束
で
同
行
さ
せ
て
い
た
。
こ
の
御
成
は
、
将
軍
の
癒
や
し
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
重
臣
ら
を
従
え
て
そ
の
装
束
を
も
揃
え
、
江
戸
住
民
に
こ
れ
ま
で
の
将
軍
が
見
せ
て
き
た
鷹
狩
り
行
列
時
の
将
軍
の
権
威
を
示
す
行
動
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
　
小
石
川
御
殿
へ
の
御
成
は
そ
の
後
も
続
き
、「
常
憲
院
殿
御
実
紀
」
の
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
五
月
二
十
六
日
条
に
は
、「
小
石
川
離
弟
に
な
ら
せ
給
ふ
、
大
久
保
加
賀
守
忠
朝
、
少
老
秋
元
摂
津
守
喬
知
、
御
側
金
田
遠
江
守
正
勝
等
御
先
へ
ま
か
り
、
む
か
へ
た
て
ま
つ
る
、
牧
野
備
後
守
成
貞
、
少
老
堀
田
対
馬
守
正
英
、
御
側
稲
垣
安
芸
守
重
定
等
供
奉
す
、
離
弟
に
て
は
、
老
臣
は
じ
め
近
習
、
茶
道
頭
ま
で
饗
膳
給
ひ
、
外
様
の
輩
に
は
強
飯
を
賜
ふ）11
（
」
と
あ
っ
て
、
幕
府
重
臣
ら
を
伴
い
、
御
殿
内
に
て
供
奉
し
た
者
た
ち
に
食
事
の
振
舞
い
を
行
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
御
成
で
は
江
戸
城
内
で
も
実
施
さ
れ
て
い
る
家
臣
ら
へ
の
振
舞
い
と
同
様
の
も
て
な
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
将
軍
の
示
威
と
家
臣
ら
へ
の
労
い
を
兼
ね
た
饗
応
儀
礼
を
執
行
す
る
意
味
合
い
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
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ま
た
、「
常
憲
院
殿
御
実
紀
」
の
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
十
月
十
一
日
条
に
は
、「
小
石
川
離
弟
に
な
ら
せ
給
ふ
、
牧
野
備
後
守
成
貞
、
少
老
稲
垣
安
芸
守
重
定
、
御
側
南
部
遠
江
守
直
政
供
奉
し
、
諸
老
臣
御
先
に
ま
か
り
む
か
へ
奉
る
、
こ
の
日
知
足
院
権
僧
正
隆
光
も
召
れ
、
鼓
吹
の
御
遊
あ
り
、
ま
た
供
奉
の
近
臣
等
に
命
ぜ
ら
れ
、
詩
歌
を
献
ぜ
し
め
ら
る）11
（
」
と
あ
り
、
重
臣
ら
を
従
え
て
小
石
川
御
殿
に
出
か
け
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
と
同
じ
だ
が
、
こ
の
時
は
知
足
院
僧
侶
の
隆
光
を
招
待
し
て
鼓
を
打
ち
笛
を
吹
き
、
ま
た
供
奉
の
近
臣
ら
に
命
じ
て
詩
歌
を
献
じ
さ
せ
て
い
た
。
さ
ら
に
同
書
の
同
三
年
四
月
一
日
条
に
は
「
桂
昌
院
殿
白
山
権
現
の
祠
に
詣
給
ひ
、
社
領
五
十
石
寄
せ
給
ふ
、
御
か
へ
さ
に
小
石
川
離
弟
に
や
す
ら
は
せ
給
ふ
、
土
屋
相
模
守
政
直
、
牧
野
備
後
守
成
貞
幷
に
留
守
居
大
久
保
玄
蕃
頭
忠
兼
は
じ
め
、
目
付
、
歩
行
頭
、
小
十
人
頭
等
供
奉
つ
か
ふ
ま
つ
る
、
離
弟
に
御
側
酒
井
甲
斐
守
忠
良
も
て
、
菓
子
、
鮮
魚
を
進
ら
せ
給
ふ）11
（
」
と
あ
り
、
綱
吉
の
母
桂
昌
院
が
白
山
権
現
を
詣
で
た
つ
い
で
に
小
石
川
御
殿
に
立
ち
寄
っ
て
休
憩
し
、
菓
子
や
鮮
魚
を
献
上
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
同
書
の
同
十
年
閏
二
月
二
十
五
日
条
に
は
、「
小
石
川
離
弟
に
な
ら
せ
給
ひ
御
乗
馬
あ
り
、
次
に
両
番
の
士
乗
馬
御
覧
ぜ
ら
れ
、
厩
方
の
者
に
は
駆
を
追
は
し
め
ら
る
、
日
光
門
主
公
弁
法
親
王
も
か
し
こ
に
わ
た
ら
せ
ら
れ
、
見
る
事
ゆ
る
さ
れ
饗
給
ふ
、
陪
従
の
凌
雲
院
義
道
、
覚
王
院
最
純
に
時
服
四
づ
ゝ
、
仏
頂
院
義
天
、
円
覚
院
常
然
、
佳
心
院
公
淵
に
二
づ
ゝ
給
ふ）11
（
」
と
あ
り
、
綱
吉
は
日
光
門
主
ら
と
小
石
川
御
殿
に
出
か
け
て
大
番
・
書
院
番
の
両
番
士
の
乗
馬
を
観
覧
し
、
陪
従
し
た
僧
侶
ら
に
は
時
服
を
下
賜
し
て
い
た
。
そ
の
小
石
川
御
殿
も
破
損
に
よ
り
作
事
が
行
わ
れ
、
元
禄
十
一
年
五
月
に
は
完
成
し
た
模
様
で
、
こ
れ
に
携
わ
っ
た
人
々
が
褒
美
を
下
賜
さ
れ
て
い
た
。
　
こ
の
よ
う
に
、
小
石
川
御
殿
に
は
将
軍
徳
川
綱
吉
や
陪
従
の
家
臣
の
ほ
か
、
母
の
桂
昌
院
や
日
光
門
主
公
弁
法
親
王
ら
も
訪
れ
、
そ
こ
で
は
楽
器
の
演
奏
、
乗
馬
の
観
覧
、
詩
歌
の
献
上
な
ど
が
行
わ
れ
、
物
品
の
献
上
、
時
服
の
下
賜
な
ど
の
儀
礼
も
執
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
将
軍
へ
の
献
上
品
の
受
理
、
将
軍
か
ら
諸
人
へ
の
下
賜
、
饗
応
の
儀
礼
の
ほ
か
、
門
跡
ら
の
接
待
も
行
わ
れ
、
江
戸
城
内
と
同
様
の
空
間
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
。
　
し
か
し
、
こ
の
時
期
の
御
殿
は
小
石
川
御
殿
だ
け
で
な
く
、
新
た
に
麻
布
（
白
金
）
御
殿
が
造
営
さ
れ
た
。
そ
れ
を
任
さ
れ
た
の
が
豊
後
岡
藩
主
の
中
川
久
通
で
あ
っ
た
。「
常
憲
院
殿
御
実
紀
」
の
元
禄
十
年
十
二
月
一
日
条
に
は
、「
中
川
因
幡
守
久
通
に
は
麻
布
薬
園
の
経
営
に
人
夫
出
す
べ
し
と
命
ぜ
ら
る）11
（
」
と
あ
り
、
岡
藩
主
の
中
川
久
通
が
麻
布
御
薬
園
内
の
造
作
に
人
夫
の
拠
出
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
天
和
元
年
（
一
六
八
一
）
護
国
寺
建
立
の
た
め
大
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塚
（
北
）
御
薬
園
が
廃
園
と
な
り
、
薬
草
の
大
部
分
は
麻
布
（
南
）
御
薬
園
（
寛
永
十
五
年
設
置
）
に
移
さ
れ
た
が
、
麻
布
御
薬
園
は
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
に
小
石
川
御
殿
に
移
さ
れ
て
廃
園
と
な
っ
た
（
小
石
川
御
薬
園
成
立
）。
し
か
し
、
北
方
の
御
花
畑
に
元
禄
十
一
年
麻
布
御
殿
が
完
成
し
た
。
翌
年
四
月
五
日
条
に
は
「
麻
布
薬
園
営
築
成
功
せ
し
に
よ
り
、
細
工
頭
酒
井
彦
大
夫
忠
久
そ
の
奉
行
を
命
ぜ
ら
る）11
（
」
と
あ
り
、
細
工
頭
の
酒
井
忠
久
が
麻
布
御
殿
造
営
の
奉
行
と
な
っ
て
完
成
さ
せ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
十
日
後
の
十
四
日
条
に
は
「
中
川
因
幡
守
久
通
麻
布
離
弟
の
構
造
人
夫
出
し
た
り
と
て
、
時
服
十
、
小
普
請
奉
行
組
頭
東
條
源
右
衛
門
正
甫
は
時
服
三
た
ま
ふ
、
所
属
も
お
な
じ
く
時
服
た
ま
ふ
」
と
あ
り
、
そ
の
翌
日
条
に
も
「
中
川
因
幡
守
久
通
家
人
構
造
に
あ
づ
か
り
し
者
に
、
銀
、
時
服
、
羽
織
を
給
ふ）11
（
」
と
あ
っ
て
、
麻
布
御
殿
の
造
営
に
貢
献
し
た
と
し
て
中
川
や
そ
の
家
臣
、
そ
し
て
幕
府
役
人
が
時
服
な
ど
を
下
賜
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
四
日
前
に
は
「
麻
布
離
弟
に
新
に
添
番
五
人
、
坊
主
三
人
を
置
る）11
（
」
と
あ
り
、
麻
布
御
殿
に
添
番
や
坊
主
が
配
置
さ
れ
た
。
麻
布
御
殿
に
は
御
殿
番
と
い
う
役
人
も
配
置
さ
れ
て
お
り
、
周
辺
村
々
で
は
麻
布
御
殿
番
衆
の
借
米
を
納
入
し
て
い
た）1（
（
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
麻
布
御
殿
の
周
辺
村
々
は
「
御
殿
役
」
と
で
も
い
う
べ
き
、
そ
の
維
持
に
か
か
わ
る
役
負
担
の
義
務
を
負
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
小
石
川
御
殿
や
麻
布
御
殿
に
共
通
す
る
用
途
と
し
て
、「
常
憲
院
殿
御
実
紀
」
の
元
禄
十
四
年
四
月
一
日
条
に
は
「
諸
隊
の
与
力
同
心
弓
銃
を
、
小
石
川
、
麻
布
の
両
離
弟
に
て
、
目
付
監
試
す
べ
し
と
仰
出
さ
る）11
（
」
と
あ
り
、
目
付
は
番
方
の
諸
隊
与
力
・
同
心
に
小
石
川
・
麻
布
両
御
殿
で
弓
・
銃
の
技
の
訓
練
を
行
わ
せ
、
そ
れ
を
点
検
す
る
よ
う
に
命
じ
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
両
御
殿
で
は
頻
繁
に
弓
・
銃
の
稽
古
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
　
こ
の
時
期
に
は
、
家
康
～
家
光
期
に
造
営
さ
れ
た
御
殿
の
な
か
に
残
存
し
て
い
た
施
設
の
修
理
も
行
わ
れ
、「
常
憲
院
殿
御
実
紀
」
の
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
五
月
十
四
日
条
に
「
少
老
秋
元
摂
津
守
喬
知
に
、
品
川
、
墨
田
川
、
両
所
の
行
殿
営
作
の
事
を
命
ぜ
ら
る）11
（
」
と
あ
っ
て
、
品
川
御
殿
と
墨
田
川
御
殿
の
造
営
が
決
定
し
、
同
年
八
月
五
日
条
に
「
墨
田
川
、
品
川
両
所
の
離
弟
締
搆
終
り
け
れ
ば
、
其
奉
行
に
金
を
褒
賜
あ
り）11
（
」
と
あ
っ
て
両
御
殿
の
造
営
が
終
わ
っ
て
、
そ
の
建
設
を
担
当
し
た
奉
行
に
褒
美
が
下
賜
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
貞
享
三
年
十
月
二
十
二
日
条
に
「
品
川
の
離
弟
に
な
ら
せ
給
ふ
、
御
羽
織
袴
な
り
、
供
奉
の
輩
も
同
じ
、
玄
関
よ
り
御
輿
に
て
わ
た
ら
せ
た
ま
ひ
、
札
辻
よ
り
御
馬
に
め
さ
れ
、
東
海
寺
に
い
ら
せ
ら
れ
、
寺
中
の
林
泉
御
遊
覧
あ
り
、
諸
老
臣
は
か
ね
て
よ
り
方
丈
に
待
む
か
へ
奉
り
、
こ
れ
よ
り
品
川
に
供
奉
し
、
離
弟
に
て
宿
老
幷
に
牧
野
備
後
守
成
貞
魚
物
を
献
ず
、
老
臣
214（23）
は
じ
め
こ
と
〳
〵
く
饗
膳
を
賜
ふ）11
（
」
と
あ
る
よ
う
に
、
品
川
御
殿
で
は
老
中
や
側
用
人
ら
が
魚
物
を
献
上
す
る
一
方
で
、
供
奉
の
者
た
ち
が
饗
応
さ
れ
て
い
た
。
　
綱
吉
の
六
十
賀
を
目
前
に
し
た
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
十
二
月
五
日
、
甲
府
藩
主
徳
川
綱
豊
が
将
軍
綱
吉
の
養
嗣
子
と
な
る
こ
と
が
決
定
し
、
同
九
日
に
名
を
綱
豊
か
ら
家
宣
と
改
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
納
言
と
な
っ
た
家
宣
は
小
石
川
御
殿
に
出
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
一
方
で
甲
府
藩
の
下
屋
敷
で
あ
っ
た
甲
府
浜
屋
敷
は
幕
府
に
収
公
さ
れ
、
浜
御
殿
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
翌
二
年
九
月
十
日
条
に
は
、「
大
納
言
殿
、　
簾
中
御
方
と
ゝ
も
に
浜
弟
に
な
ら
せ
給
ふ）11
（
」
と
あ
り
、
家
宣
は
夫
人
と
と
も
に
浜
御
殿
に
出
か
け
て
い
た
。
ま
た
同
三
年
三
月
十
八
日
条
に
は
、「
西
の
御
旨
に
よ
り
て
、
陽
明
殿
（
近
衛
基
熈
）
を
浜
の
離
弟
に
て
饗
し
給
ふ
、
よ
て
本
多
伯
耆
守
正
永
、
少
老
加
藤
越
中
守
明
英
に
間
部
越
前
守
詮
房
、
高
家
、
大
目
付
、
目
付
、
中
奥
の
輩
ま
か
り
そ
の
事
を
と
る
、
か
し
こ
の
諸
門
は
持
筒
先
手
の
頭
警
衛
す
、
御
饗
の
半
に　
大
納
言
殿
よ
り
御
側
青
山
備
前
守
秘
成
御
使
し
、
檜
重
、
肴
一
種
を
く
ら
せ
給
ひ
、　
簾
中
よ
り
も
執
事
も
て
檜
重
進
ら
せ
給
ふ）11
（
」
と
あ
り
、
家
宣
の
命
に
よ
り
公
家
の
近
衛
基
熈
を
浜
御
殿
に
招
い
て
饗
応
し
、
檜
重
な
ど
を
贈
っ
て
い
た
。
そ
し
て
同
四
年
九
月
四
日
条
に
は
、「
浜
の
離
弟
構
造
仰
付
ら
る
、
よ
て
浅
野
土
佐
守
長
澄
人
夫
出
す
べ
し
と
命
ぜ
ら
れ
、
作
事
奉
行
曲
淵
越
前
守
重
羽
、
小
普
請
奉
行
間
宮
播
磨
守
信
明
其
事
奉
る）11
（
」
と
あ
り
、
浅
野
長
澄
が
浜
御
殿
の
造
営
に
着
手
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
綱
吉
没
後
、
六
代
将
軍
と
な
っ
た
徳
川
家
宣
は
、
妻
や
家
臣
ら
を
引
き
連
れ
て
浜
御
殿
に
出
か
け
た
。「
文
昭
院
殿
御
実
紀
」
の
宝
永
七
年
三
月
二
十
二
日
条
に
は
、「
浜
の
御
殿
に
な
ら
せ
給
ふ
、
少
老
永
井
伊
豆
守
直
敬
、
御
側
保
田
内
膳
正
宗
郷
、
松
平
大
蔵
少
輔
勝
以
供
奉
す
、
其
他
宿
老
、
御
側
用
人
、
少
老
、
御
側
み
な
御
先
に
ま
か
る
、　
御
台
所
に
も
や
が
て
わ
た
ら
せ
給
ふ
に
よ
り
、
留
守
居
大
久
保
淡
路
守
教
福
先
に
ま
か
り
て
迎
へ
奉
り
、
松
前
伊
豆
守
嘉
広
は
じ
め
、
留
守
居
番
、
用
人
も
皆
ま
か
る
、
御
部
屋
の
方
も
お
は
し
た
り
、
池
中
に
船
を
う
か
め
て
例
の
囃
子
あ
り
、
け
ふ
よ
り
は
じ
め
て
新
番
も
ま
か
る）11
（
」
と
あ
り
、
家
宣
は
夫
人
・
老
中
・
若
年
寄
・
側
用
人
・
御
側
衆
ら
と
浜
御
殿
に
訪
れ
、
池
の
中
に
船
を
浮
か
べ
て
囃
子
を
奏
で
て
楽
し
ん
で
い
た
。
ま
た
同
書
の
同
年
九
月
二
十
六
日
条
に
は
「
浜
に
な
ら
せ
た
ま
ふ
、
松
平
肥
後
守
正
容
な
ら
び
に
大
坂
城
代
土
岐
伊
予
守
頼
殷
を
浜
に
召
て
、
園
池
を
拝
覧
せ
し
め
ら
る
、
よ
て
檜
重
、
菓
子
を
献
ず
、
御
庭
に
て
御
馬
を
め
さ
れ
、
ま
た
近
習
両
番
の
士
の
乗
馬
を
も
御
覧
じ
た
ま
ふ）11
（
」
と
あ
り
、
家
宣
は
保
科
正
之
の
六
男
で
陸
奥
会
津
藩
主
松
平
（24）213
正
容
や
大
坂
城
代
土
岐
頼
殷
を
招
い
て
園
池
を
観
賞
さ
せ
、
大
番
・
書
院
番
の
両
番
士
の
乗
馬
を
観
覧
し
て
い
た
。
こ
の
期
の
浜
御
殿
で
は
、
将
軍
や
そ
の
夫
人
の
癒
や
し
の
ほ
か
、
公
家
や
大
名
ら
を
招
い
て
園
池
に
船
を
浮
か
べ
て
の
囃
子
演
奏
や
船
・
乗
馬
の
観
覧
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
同
書
附
録
巻
上
に
は
、「
浜
の
御
殿
は
い
ま
だ
桜
田
に
す
ま
せ
給
ひ
し
後
に
ぞ
修
理
加
へ
、
御
庭
の
山
水
の
景
を
も
つ
く
り
そ
へ
、
二
な
く
も
て
な
し
た
ま
へ
り
、
御
庭
に
田
面
ひ
ろ
く
か
ま
へ
、
四
五
月
頃
は
、
関
東
村
々
農
家
の
婦
女
を
、
代
官
よ
り
え
ら
び
ま
い
ら
せ
、
そ
れ
に
早
苗
を
植
し
む
、　
御
台
所
、
姫
君
だ
ち
御
覧
じ
に
わ
た
ら
せ
給
ふ
、
是
も
下
民
艱
苦
を
、
後
宮
の
御
方
々
に
も
、
み
そ
な
は
せ
た
ま
は
せ
た
く
思
召
て
の
事
な
る
べ
し）1（
（
」
と
あ
り
、
家
宣
は
浜
御
殿
を
癒
や
し
の
空
間
と
す
る
た
め
に
庭
づ
く
り
を
行
い
、
招
待
者
を
招
い
て
楽
し
ま
せ
て
い
た
。
御
殿
地
内
に
は
田
も
造
成
さ
れ
、
田
植
え
を
行
い
、
こ
れ
は
庶
民
の
艱
難
辛
苦
を
大
奥
の
女
性
た
ち
に
も
見
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
と
い
う
。
　
ま
た
「
前
代
に
は
御
放
鷹
の
事
絶
て
、
野
山
の
御
狩
も
な
け
れ
ば
、
ま
し
て
御
船
遊
な
ど
も
久
し
く
な
く
て
、
舟
手
も
其
員
に
備
る
の
み
に
て
、
水
手
、
楫
取
の
、
大
船
を
進
退
す
る
事
も
な
か
り
し
に
、
宝
永
六
年
九
月
の
頃
浜
の
御
園
に
な
ら
せ
ら
れ
、
数
艘
之
御
舟
ど
も
海
涯
に
う
か
め
、
舟
に
は
旗
杖
を
建
な
ら
べ
、
水
手
、
楫
取
の
た
ぐ
ひ
、
各
種
の
衣
装
し
て
漕
め
ぐ
る
様
御
覧
じ
給
ひ
、
（
略
）
こ
れ
も
其
職
の
者
を
振
提
し
、
か
つ
は
軍
船
の
調
練
忘
れ
ま
じ
き
為
の
盛
慮
よ
り
出
し
も
の
と
し
ら
る）11
（
」
と
あ
り
、
家
宣
は
前
代
か
ら
の
鷹
狩
り
の
廃
絶
に
よ
っ
て
軍
船
の
調
練
も
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
浜
御
殿
御
成
の
際
に
軍
船
の
観
覧
を
予
定
に
入
れ
、
こ
れ
は
軍
事
調
練
の
大
切
さ
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
と
の
配
慮
で
あ
っ
た
と
い
う
。
　
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
時
期
は
将
軍
の
鷹
狩
り
が
挙
行
さ
れ
な
い
な
か
で
、
御
殿
は
将
軍
お
よ
び
家
族
の
癒
や
し
、
公
家
や
門
跡
の
招
待
、
大
名
や
家
臣
へ
の
振
舞
い
、
幕
臣
の
軍
事
訓
練
な
ど
の
た
め
に
利
用
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
五　
第
四
期（
吉
宗
期
―
幕
末
期
）の
御
殿
と
そ
の
役
割
　
御
三
家
の
一
つ
紀
州
藩
主
の
徳
川
吉
宗
は
八
代
将
軍
に
就
任
し
、
そ
れ
ま
で
途
絶
え
て
い
た
幕
府
の
放
鷹
制
度
を
復
活
し
た
。
な
か
で
も
、
こ
の
時
期
の
大
き
な
特
徴
は
幕
府
財
政
の
再
建
が
重
大
な
課
題
で
あ
っ
た
の
で
全
体
と
し
て
放
鷹
制
度
を
縮
小
し
な
が
ら
関
東
の
鷹
場
を
再
編
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
将
軍
が
鷹
狩
り
に
出
か
け
る
江
戸
五
里
四
方
の
鷹
場
を
御
拳
場
、
そ
の
外
側
に
は
鷹
匠
が
鷹
の
訓
練
で
出
か
け
る
鷹
場
で
あ
る
御
鷹
捉
飼
場
や
212（25）
御
三
家
（
尾
張
・
紀
伊
・
水
戸
の
三
家
）
に
下
賜
し
た
鷹
場
で
あ
る
恩
賜
鷹
場
が
位
置
づ
い
た
。
ま
た
御
三
卿
（
田
安
・
一
ツ
橋
・
清
水
の
三
家
）
に
は
新
た
に
御
拳
場
の
一
部
に
御
借
場
と
呼
ば
れ
る
鷹
場
を
下
賜
し
、
将
軍
と
と
も
に
伝
統
あ
る
鷹
儀
礼
を
継
承
す
る
一
翼
を
担
わ
せ
た
。
特
に
、
御
拳
場
は
葛
西
・
岩
淵
・
戸
田
・
中
野
・
目
黒
・
品
川
の
六
つ
の
筋
に
分
け
ら
れ
、
各
筋
に
鳥
見
役
宅
を
設
置
し
て
そ
れ
ぞ
れ
に
配
置
さ
れ
た
鳥
見
に
管
轄
地
域
の
鷹
場
支
配
に
あ
た
ら
せ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
五
月
に
は
将
軍
の
鷹
狩
り
が
復
活
し
、
そ
れ
以
降
鷹
狩
り
に
合
わ
せ
て
寺
社
・
名
主
屋
敷
・
幕
府
施
設
な
ど
を
御
膳
所
や
御
小
休
に
指
定
し
、
食
事
や
休
憩
の
場
所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
し
た）11
（
。
　
そ
れ
ま
で
存
在
し
た
幕
府
の
御
殿
や
御
茶
屋
の
ほ
と
ん
ど
は
姿
を
消
し
、
唯
一
残
っ
た
の
が
浜
御
殿
で
あ
っ
た
。
享
保
期
の
浜
御
殿
の
役
割
を
分
析
し
た
工
藤
航
平
に
よ
れ
ば
、
第
一
に
享
保
期
の
放
鷹
制
度
の
復
活
に
合
わ
せ
て
浜
御
殿
地
が
鷹
場
と
し
て
整
備
さ
れ
、
第
二
に
将
軍
の
権
威
誇
示
や
為
政
者
と
し
て
の
自
覚
化
、
武
士
の
綱
紀
粛
正
や
文
武
奨
励
と
い
っ
た
享
保
改
革
に
関
わ
る
施
策
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
と
さ
れ
る）11
（
。
し
か
し
、
御
殿
地
が
鷹
狩
り
の
場
と
は
な
っ
て
も
、
鷹
場
に
指
定
さ
れ
た
事
実
は
確
認
で
き
な
い
。
十
代
将
軍
徳
川
家
治
の
時
代
に
御
殿
地
内
に
鴨
場
が
設
置
さ
れ
、
鷹
狩
り
に
よ
る
鴨
猟
が
挙
行
さ
れ
た
が
、
同
様
に
鷹
狩
り
の
場
と
は
な
っ
て
も
鷹
場
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
次
に
、
浜
御
殿
に
は
浜
御
殿
奉
行
、
同
見
習
、
同
添
奉
行
、
浜
御
殿
吟
味
役
、
浜
御
庭
世
話
役
、
御
殿
番
、
浜
御
庭
御
掃
除
之
者
な
ど
の
役
職
が
あ
っ
た
が
、
享
保
四
年
九
月
、
役
人
総
数
が
そ
れ
ま
で
の
一
六
二
名
か
ら
二
五
名
に
激
減
し
て
い
た
。
ま
た
「
有
徳
院
殿
御
実
紀
」
の
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
七
月
二
十
二
日
条
に
は
「
使
番
の
輩
に
令
せ
ら
る
ゝ
は
、
失
火
の
時
、
こ
れ
ま
で
は
浜
殿
、
営
中
と
お
な
じ
心
得
の
よ
し
な
れ
ど
、
今
よ
り
後
は
、
尋
常
の
第
宅
の
ご
と
く
心
し
て
、
殊
更
に
人
夫
召
具
し
ま
か
る
に
及
ば
ず
と
な
り）11
（
」
と
あ
り
、
浜
御
殿
は
火
災
発
生
時
に
は
こ
れ
ま
で
江
戸
城
と
同
じ
心
得
で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
普
通
の
大
名
屋
敷
と
同
様
の
扱
い
と
す
る
こ
と
が
達
せ
ら
れ
、
明
ら
か
に
幕
府
施
設
の
な
か
で
の
浜
御
殿
の
位
置
づ
け
は
低
下
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
浜
御
殿
は
享
保
九
年
（
一
七
二
四
）
火
事
に
よ
っ
て
焼
失
し
て
も
再
建
さ
れ
ず
、
御
殿
地
内
に
設
け
ら
れ
た
御
茶
屋
や
御
庭
が
将
軍
や
そ
の
親
族
の
休
息
施
設
と
な
り
、
公
家
な
ど
が
招
待
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
同
書
の
同
二
十
年
四
月
十
五
日
条
に
「
浜
の
御
庭
を
西
城
少
老
の
あ
づ
か
り
と
せ
ら
れ
、
浜
奉
行
を
も
西
城
少
老
の
隷
下
に
属
す
べ
し
と
命
ぜ
ら
る）11
（
」
と
あ
り
、
浜
御
庭
お
よ
び
浜
御
殿
奉
行
の
管
轄
が
そ
れ
ま
で
の
本
丸
若
年
寄
か
ら
西
丸
若
年
寄
へ
と
変
更
と
な
り
、
幕
府
組
織
上
そ
の
位
置
づ
け
は
低
下
し
（26）211
た
の
で
あ
る
。
　
そ
の
結
果
、
御
殿
地
内
に
は
寿
光
院
（
五
代
綱
吉
側
室
）・
法
心
院
（
六
代
家
宣
側
室
）・
蓮
浄
院
（
六
代
家
宣
側
室
）
の
住
居
が
造
営
さ
れ
た
ほ
か
、
象
の
飼
育
所
、
薬
園
・
織
殿
・
砂
糖
製
所
・
火
術
所
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
、
幕
府
施
策
を
進
め
る
た
め
の
実
験
・
試
作
場
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
は
こ
の
御
殿
地
を
も
っ
と
も
利
用
し
た
将
軍
で
あ
り
、
鷹
狩
り
の
た
め
に
鴨
場
を
整
備
し
、
御
庭
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
娯
楽
に
興
じ
、
癒
や
し
の
空
間
と
し
て
最
大
限
活
用
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
浜
御
殿
自
体
は
享
保
期
に
焼
失
し
、
そ
の
後
浜
御
殿
・
浜
の
御
館
・
浜
御
庭
・
浜
の
御
園
・
浜
の
園
庭
・
浜
苑
・
浜
屋
敷
・
浜
の
別
邸
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
名
称
で
呼
ば
れ
た
が
、
浜
御
殿
奉
行
以
下
の
役
職
が
な
お
も
残
存
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
制
度
的
に
は
浜
御
殿
が
存
在
し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
　
ま
た
、
こ
の
時
期
に
設
置
さ
れ
た
御
殿
と
し
て
小
菅
御
殿
が
あ
っ
た
。
そ
の
造
営
の
経
緯
は
、「
小
菅
御
殿
出
来
之
事）11
（
」
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
、
元
文
元
辰
年
七
月
廿
七
日
、
小
菅
伊
奈
半
左
衛
門
屋
敷
内
之　
御
腰
掛
相
用
、
新
規
ニ
御
殿
出
来
ニ
付
、
御
側
衆
大
久
保
伊
勢
守
殿
見
分
有
之
、
御
殿
諸
向
詰
所
・
御
用
部
屋
・
下
部
屋
、
其
外
廻
御
先
手
所
々
番
所
縄
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来
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鹿
窪　
吉
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
尾　
与
惣
左
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
竹　
孫
右
衛
門
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
寺　
藤
四
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牧
野　
惣
五
郎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
窪　
弥
一
右
衛
門
一
、
同
年
八
月
四
日
二
度
目
小
菅
見
分
　
　
　
　
　
　
　
若
年
寄
衆　
　
　
　
　
小
出　
信
濃
守
殿
　
　
　
　
　
　
　
御
側
衆　
　
　
　
　
　
大
久
保
伊
勢
守
殿
　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
元
文
元
年
（
一
七
三
六
）
七
月
二
十
七
日
、
武
蔵
国
葛
飾
郡
小
菅
村
に
あ
っ
た
代
官
伊
奈
忠
逵
屋
敷
内
の
将
軍
お
よ
び
親
族
の
休
憩
施
設
で
あ
る
御
腰
掛
を
利
用
し
て
御
殿
を
造
営
し
完
成
し
た
。
こ
の
た
め
、
御
側
の
大
久
保
伊
勢
守
往
忠
を
は
じ
め
、
多
く
の
役
人
が
見
分
し
立
ち
会
っ
て
い
た
。
こ
の
御
殿
は
小
菅
御
殿
と
呼
ば
れ
、
そ
の
な
か
に
は
御
殿
に
詰
め
る
役
人
の
詰
所
や
重
臣
が
業
務
上
使
用
す
る
御
用
部
屋
、
そ
れ
に
下
部
屋
や
施
設
警
備
の
た
め
の
番
所
が
置
か
れ
、
大
別
す
れ
ば
「
御
殿
」
空
間
と
「
詰
人
」
空
間
と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
。
　
次
に
、
小
菅
御
殿
の
用
途
や
維
持
組
織
に
つ
い
て
、「
小
菅
御
止
宿
之
事）11
（
」
か
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
。
惇
信
院
様
一
、
元
文
元
辰
年
十
一
月
四
日
よ
り
延
享
二
巳
年
二
月
五
日
十
ヶ
年
之
間
、
度
々
小
菅
御
殿　
御
止
宿
一
、
翌
巳
年
よ
り
淵
江
領
新
川
東
御
場
拵
初
申
候
一
、
小
菅　
御
止
宿
ニ
付
鴨
飼
付
、
籾
不
足
ニ
相
成
、
本
多
伊
予
守
御
断
ニ
而
、
山
里
よ
り
籾
五
石
相
廻
、
浜
御
庭
江
移
方
之
者
請
取
ニ
遣
、
隅
田
村
名
主
方
ヘ
預
ヶ
置
、
御
用
之
節
遣
申
候
一
、
小
菅
屋
敷
内
東
よ
り
北
江
折
廻
シ
川
田
有
之
、
鷭
御
場
拵　
御
成
之
節
鷭
御
用
有
之
候
一
、
御
止
宿
中
小
菅
詰
切
之
御
鳥
見
十
四
人
相
定
、　
御
止
宿
之
度
々
江
戸
勤
之
御
鳥
見
一
両
人
通
ニ
相
勤
申
候
、
尤
葛
西
・
岩
淵
在
宅
御
鳥
見
も
日
々
通
イ
相
勤
申
候
、
定
詰
之
御
鳥
見
十
四
人
ハ
小
菅
江
被
為　
入
候
得
者
、
翌
日
之
御
場
筋
御
評
議
相
極
候
内
者
詰
切
居
、
夜
五
時
過
頃
引
払
、
千
住
又
ハ
小
塚
原
町
旅
宿
罷
越
泊
り
、
翌
朝
御
供
揃
前
相
詰
申
候
、
若
十
四
人
之
内
病
気
差
合
等
ニ
而
明
キ
候
節
者
、
中
村
六
右
衛
門
葛
西
筋
御
場
存
罷
在
候
間
、
中
野
八
助
よ
り
代
り
ニ
罷
越
、
定
懸
り
同
様
相
勤
申
候
　
こ
れ
に
よ
る
と
、
小
菅
御
殿
に
は
元
文
元
年
十
一
月
四
日
か
ら
（28）209
延
享
二
年
（
一
七
四
五
）
二
月
五
日
ま
で
の
十
年
間
、
の
ち
に
九
代
将
軍
と
な
る
徳
川
家
重
が
た
び
た
び
宿
泊
し
た
。
家
重
は
延
享
二
年
十
一
月
二
日
に
将
軍
に
就
任
し
た
が
、
そ
れ
以
前
の
大
納
言
・
右
大
将
時
代
に
お
け
る
御
成
時
の
宿
泊
施
設
と
し
て
利
用
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
小
菅
御
殿
は
将
軍
吉
宗
が
将
軍
後
継
者
の
家
重
の
た
め
に
造
営
し
た
御
殿
で
あ
っ
た
。
　
な
ぜ
吉
宗
が
家
重
を
宿
泊
さ
せ
る
た
め
に
小
菅
御
殿
を
設
け
た
の
か
に
つ
い
て
は
、「
御
齢
た
け
た
ま
ふ
に
し
た
が
ひ
、
次
第
に
御
病
多
く
な
ら
せ
ら
れ
」
と
も
、「
し
か
の
み
な
ら
ず
深
宮
の
中
に
の
み
お
は
し
ま
し
給
は
ゞ
、
御
尫
弱
に
な
ら
せ
た
ま
は
む
こ
と
、
こ
ゝ
ろ
も
と
な
が
ら
せ
た
ま
ひ
、
放
鷹
を
催
し
た
ま
ひ
、
し
ば
〳
〵
遠
郊
に
狩
せ
し
め
ら
る
、
ま
た
小
菅
と
い
ふ
地
に
別
殿
を
い
と
な
み
、
春
秋
の
折
に
ふ
れ
、
二
日
三
日
ま
た
四
五
日
も
御
止
宿
せ
し
た
ま
ふ）11
（
」
と
も
あ
り
、
病
気
に
よ
る
療
養
や
江
戸
城
に
籠
り
が
ち
な
家
重
に
体
力
を
つ
け
さ
せ
る
た
め
小
菅
御
殿
に
宿
泊
さ
せ
な
が
ら
鷹
狩
り
を
行
わ
せ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
こ
の
た
め
御
殿
の
造
営
に
合
わ
せ
て
、
元
文
二
年
よ
り
淵
江
領
新
川
東
の
鷹
狩
り
場
の
整
備
が
は
じ
ま
り
、
御
殿
近
く
で
は
鴨
・
鷭
の
飼
い
つ
け
が
開
始
さ
れ
た
。
享
保
期
か
ら
将
軍
吉
宗
は
鷹
狩
り
で
確
実
に
獲
物
を
捕
ら
え
る
必
要
か
ら
、
綱
差
と
称
さ
れ
た
鳥
類
飼
育
の
担
当
役
人
を
採
用
し
、
鶴
・
白
鳥
・
鴨
・
鷭
・
鶉
な
ど
の
鳥
類
の
飼
育
を
始
め
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
家
重
の
鷹
狩
り
で
必
要
と
な
る
鴨
・
鷭
を
小
菅
御
殿
近
く
で
飼
育
す
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
家
重
の
小
菅
御
殿
へ
の
宿
泊
の
際
に
、
綱
差
を
差
配
し
た
鳥
見
一
四
名
が
御
殿
に
詰
め
き
り
御
用
を
命
じ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
小
菅
御
殿
は
火
災
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
が
、
そ
の
事
情
を
「
小
菅
御
殿
焼
失
之
事）11
（
」
に
よ
っ
て
確
認
す
る
こ
と
に
す
る
。
有
徳
院
様
一
、
寛
保
二
戌
年
正
月
十
九
日
、
四
ツ
木
辺
白
鳥　
御
成
之
還
御
之
節
、
元
上
水
大
畠
村
辺
江
被
為　
入
候
時
分
焼
出
シ
、
追
々
為
見
候
処
、
御
船
場
迄
御
注
進
無
之
一
、
御
賄
所
よ
り
火
出
、　
御
殿
不
残
焼
、　
御
成
御
門
外
百
姓
家
一
軒
、
小
菅
村
正
学
寺
焼
失
、
翌
日　
御
止
宿
之
積
ニ
而
諸
向
詰
合
一
、
宝
暦
四
戌
年
九
月
、
板
倉
佐
渡
守
殿
御
渡
被
成
候
御
書
付
	
小
菅　
御
殿
之
儀
、
只
今
迄　
御
殿
与
申
候
得
共
、
向
後
者　
御
殿
と
称
候
儀
相
止
、
外
之　
御
腰
懸
之
通
相
心
得
可
申
事
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こ
れ
に
よ
れ
ば
、
寛
保
二
年
（
一
七
四
二
）
正
月
十
九
日
、
吉
宗
は
武
蔵
国
葛
飾
郡
四
ツ
木
村
付
近
で
の
白
鳥
御
成
か
ら
の
帰
り
道
で
、
小
菅
御
殿
の
火
災
を
知
っ
た
が
、
船
に
乗
船
す
る
ま
で
に
そ
う
し
た
連
絡
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
火
災
は
小
菅
御
殿
の
御
賄
所
か
ら
の
出
火
に
よ
り
そ
の
全
体
を
焼
失
し
た
。
こ
の
火
災
に
よ
っ
て
御
殿
の
ほ
か
、
御
成
御
門
外
の
百
姓
家
一
軒
と
小
菅
村
の
正
学
寺
が
類
焼
し
た
。
こ
の
た
め
、
幕
府
は
小
菅
御
殿
の
再
建
に
乗
り
出
し
、
翌
三
年
十
二
月
に
完
成
さ
せ
た
。
同
月
二
十
二
日
、
家
重
は
西
葛
西
の
鷹
狩
り
の
折
に
小
菅
御
殿
に
宿
泊
し
、
そ
の
翌
日
帰
城
し
、
そ
の
宿
泊
を
再
開
さ
せ
た
。
同
月
二
十
五
日
に
は
、
西
ノ
丸
で
小
菅
御
殿
の
再
建
に
尽
力
し
た
勘
定
奉
行
神
尾
春
央
、
小
普
請
奉
行
曲
淵
英
元
、
西
ノ
丸
目
付
安
倍
信
之
、
代
官
伊
奈
忠
逵
ら
が
褒
美
を
賜
っ
た）1（
（
。
し
か
し
、
宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
九
月
、
幕
府
は
小
菅
御
殿
の
施
設
に
つ
い
て
御
殿
と
称
す
る
こ
と
を
中
止
し
、
他
の
施
設
同
様
、
御
腰
掛
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
た
め
、
御
殿
奉
行
や
御
殿
番
な
ど
が
配
置
さ
れ
て
い
た
の
は
浜
御
殿
の
み
と
な
り
、
数
棟
の
御
茶
屋
は
あ
る
も
の
の
、
御
殿
施
設
を
持
た
な
い
御
殿
（
御
庭
）
と
な
っ
た
。
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
は
、
浜
御
庭
に
鴨
場
や
御
茶
屋
を
増
設
し
て
鷹
狩
り
や
癒
や
し
の
場
と
し
、
そ
の
ほ
か
大
名
や
幕
臣
の
招
待
、
御
薬
草
場
や
米
蔵
の
造
成
な
ど
を
行
っ
て
い
た
。
結
び
に
か
え
て
　
以
上
、
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
て
結
び
と
し
た
い
。
近
世
日
本
に
お
け
る
将
軍
・
大
御
所
の
鷹
狩
り
は
、
家
康
期
か
ら
家
光
前
期
ま
で
は
長
期
の
宿
泊
を
伴
う
鷹
狩
り
が
多
か
っ
た
が
（
第
一
期
）、
家
光
中
期
か
ら
家
綱
期
ま
で
の
鷹
狩
り
は
日
帰
り
の
鷹
狩
り
へ
と
変
化
し
た
（
第
二
期
）。
次
い
で
、
綱
吉
期
か
ら
家
継
期
ま
で
は
綱
吉
政
権
に
よ
る
生
類
憐
み
の
令
の
影
響
で
将
軍
自
体
の
鷹
狩
り
が
行
わ
れ
ず
、
六
代
家
宣
・
七
代
家
継
期
は
前
代
将
軍
の
方
針
に
従
い
、
鷹
狩
り
を
実
施
し
な
か
っ
た
（
第
三
期
）。
と
こ
ろ
が
、
八
代
吉
宗
は
鷹
狩
り
を
復
活
さ
せ
、
放
鷹
制
度
を
整
備
し
た
。
そ
の
後
の
将
軍
も
こ
れ
に
倣
っ
た
（
第
四
期
）。
こ
う
し
た
変
化
は
御
殿
・
御
茶
屋
の
利
用
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
こ
で
、
御
殿
・
御
茶
屋
の
四
つ
の
時
期
区
分
に
分
け
て
、
そ
の
特
質
を
究
明
し
た
。
　
第
一
期
（
家
康
期
―
家
光
前
期
）
の
御
殿
は
、
将
軍
・
大
御
所
の
遠
隔
地
へ
の
御
成
に
際
し
て
宿
泊
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
、
そ
れ
ら
施
設
お
よ
び
そ
の
周
辺
で
は
将
軍
や
大
名
か
ら
大
御
所
へ
の
諸
品
の
献
上
、
大
御
所
か
ら
大
名
ら
へ
の
鷹
之
鳥
や
茶
の
振
舞
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い
、
大
御
所
か
ら
大
名
・
家
臣
へ
の
振
舞
い
、
将
軍
や
大
名
に
よ
る
大
御
所
の
出
迎
え
、
大
御
所
や
将
軍
へ
の
お
目
見
え
な
ど
の
儀
礼
の
ほ
か
、
講
義
や
語
り
な
ど
の
学
問
・
娯
楽
、
直
訴
の
受
理
と
裁
定
な
ど
が
行
わ
れ
、
城
郭
内
と
変
わ
ら
な
い
業
務
が
執
行
さ
れ
て
い
た
。
　
第
二
期
（
家
光
中
期
―
家
綱
期
）
の
御
殿
は
、
鷹
狩
り
が
宿
泊
を
伴
う
も
の
か
ら
江
戸
周
辺
の
日
帰
り
の
も
の
へ
と
変
化
し
た
こ
と
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
宿
泊
す
る
施
設
で
は
な
く
な
っ
た
。
こ
の
な
か
で
、
家
康
期
に
建
設
さ
れ
な
お
も
残
存
し
て
い
た
御
殿
は
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
修
復
さ
れ
、
ま
た
家
光
は
江
戸
周
辺
の
有
力
寺
院
の
境
内
お
よ
び
建
物
内
に
小
規
模
な
御
殿
を
造
営
し
、
鷹
狩
り
の
際
の
休
憩
施
設
と
し
て
利
用
し
た
。
　
第
三
期
（
綱
吉
期
―
家
継
期
）
の
御
殿
は
、
生
類
憐
み
政
策
の
影
響
で
将
軍
の
鷹
狩
り
が
挙
行
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
鷹
狩
り
時
の
休
息
施
設
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
御
成
時
の
休
息
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
こ
の
期
の
御
殿
の
特
色
と
し
て
は
、
将
軍
の
出
身
藩
の
江
戸
屋
敷
が
収
公
さ
れ
て
御
殿
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
綱
吉
の
藩
主
時
代
の
下
屋
敷
が
幕
府
に
収
公
さ
れ
て
小
石
川
御
殿
と
な
り
、
ま
た
同
様
に
家
宣
の
藩
主
時
代
の
浜
屋
敷
が
将
軍
の
後
継
者
と
決
定
し
た
段
階
で
幕
府
に
収
公
さ
れ
て
浜
御
殿
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
宗
家
か
ら
将
軍
の
後
継
者
を
出
せ
な
く
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
親
族
か
ら
将
軍
後
継
者
を
出
さ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
事
情
に
よ
り
、
こ
う
し
た
御
殿
が
生
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
麻
布
御
薬
園
の
廃
園
に
よ
り
、
そ
の
場
所
近
く
に
麻
布
御
殿
が
造
営
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
御
殿
で
は
、
将
軍
お
よ
び
そ
の
家
族
の
癒
や
し
、
公
家
や
門
跡
の
招
待
、
大
名
や
家
臣
へ
の
振
舞
い
、
幕
臣
の
軍
事
訓
練
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
た
。
　
第
四
期
（
吉
宗
期
―
幕
末
期
）
の
御
殿
は
、
前
代
か
ら
の
浜
御
殿
が
継
承
さ
れ
て
い
た
が
、
施
設
そ
の
も
の
は
吉
宗
の
時
代
に
火
災
に
よ
り
焼
失
し
、
そ
の
後
再
建
さ
れ
る
こ
と
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
御
殿
地
は
維
持
さ
れ
、
幕
府
組
織
上
の
位
置
づ
け
は
後
退
す
る
も
の
の
、
そ
れ
を
管
理
す
る
御
殿
奉
行
以
下
の
役
人
は
幕
末
ま
で
配
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
広
大
な
御
庭
に
小
規
模
な
御
茶
屋
が
い
く
つ
か
建
て
ら
れ
、
将
軍
お
よ
び
そ
の
家
族
の
癒
や
し
空
間
と
な
っ
た
ほ
か
、
幕
府
の
施
策
に
応
じ
て
前
将
軍
の
側
室
住
居
や
米
蔵
、
象
の
飼
育
所
、
薬
園
な
ど
と
し
て
利
用
さ
れ
、
幕
府
施
設
と
し
て
の
一
端
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
将
軍
家
斉
は
、
こ
の
御
殿
地
を
鷹
狩
り
の
場
所
と
し
て
利
用
す
る
た
め
鴨
場
を
設
置
し
た
ほ
か
、
日
帰
り
の
癒
や
し
の
空
間
と
し
て
も
利
用
し
て
い
た
。
ま
た
吉
宗
は
療
養
の
必
要
の
あ
っ
た
子
の
家
重
の
た
め
に
小
菅
御
殿
を
造
営
し
、
鷹
狩
り
の
た
め
の
施
設
を
充
実
さ
せ
た
が
、
そ
の
将
軍
就
任
と
と
も
に
利
用
し
な
く
な
り
、
御
殿
か
ら
御
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腰
掛
へ
と
名
義
を
変
更
し
、
そ
の
役
割
を
後
退
さ
せ
て
い
っ
た
。
　
こ
の
よ
う
に
、
長
い
歴
史
の
な
か
で
、
鷹
狩
り
形
態
の
変
化
に
伴
い
、
御
殿
の
利
用
目
的
も
大
き
く
変
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
求
め
ら
れ
た
用
途
で
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
最
後
に
、
御
殿
研
究
が
今
な
お
進
め
ら
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
そ
の
全
貌
が
わ
か
る
も
の
は
な
く
、
多
く
の
御
殿
が
近
世
初
期
・
前
期
に
解
体
さ
れ
た
関
係
で
、
そ
の
記
録
も
意
外
に
少
な
い
。
御
殿
研
究
に
は
一
つ
一
つ
の
御
殿
の
分
析
が
欠
か
せ
な
い
が
、
そ
の
埋
蔵
地
と
思
わ
れ
る
土
地
の
多
く
は
現
在
住
宅
地
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
発
掘
に
は
厳
し
い
現
実
が
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
折
に
ふ
れ
て
一
箇
所
ず
つ
で
も
発
掘
が
進
展
し
、
そ
う
し
た
史
跡
の
保
全
と
と
も
に
発
掘
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
註
（
（
）		
丸
山
雍
成
「
初
期
本
陣
に
関
す
る
一
試
論
」（『
日
本
歴
史
』
第
二
〇
五
号
、
一
九
六
五
年
（
の
ち
『
近
世
宿
駅
の
基
礎
的
研
究
』﹇
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
﹈
に
所
収
）。
（
（
）		
中
島
義
一
「
徳
川
将
軍
家
御
殿
の
歴
史
地
理
的
考
察
（
第
一
報
）
―
南
関
東
の
場
合
―
」（『
駒
沢
地
理
』
第
一
四
号
、
一
九
七
八
年
）。
同
「
徳
川
将
軍
家
の
歴
史
地
理
的
考
察
（
第
二
報
）
―
駿
河
・
伊
豆
以
西
の
場
合
―
」（『
歴
史
地
理
学
会
会
報
』
第
九
七
号
、
一
九
七
八
年
）。
同
「
徳
川
将
軍
家
御
殿
の
歴
史
地
理
的
考
察
（
第
三
報
）
―
日
光
社
参
の
場
合
―
」（『
駒
沢
地
理
』
第
一
五
号
、
一
九
七
九
年
）。
（
（
）		
丸
山
雍
成
「『
初
期
本
陣
』
再
論
」（
豊
田
武
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
日
本
近
世
の
政
治
と
社
会
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）。
（
（
）		
「
江
戸
初
期
の
藤
沢
宿
と
御
殿
に
つ
い
て
」（『
藤
沢
市
史
研
究
』
第
一
〇
号
、
一
九
七
七
年
）、
中
野
達
哉
「
葛
西
御
殿
と
近
世
初
期
の
鷹
狩
り
」（
葛
西
城
址
報
告
会
編
『
葛
西
城
』
Ⅹ
Ⅲ
、
一
九
八
九
年
、
村
上
直
「
小
杉
御
殿
と
小
杉
陣
屋
に
関
す
る
一
考
察
」（『
川
崎
市
史
研
究
』
創
刊
号
、
一
九
九
〇
年
）、
同
「
相
模
国
中
原
御
殿
に
関
す
る
一
考
察
」（『
法
政
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
四
〇
号
、
一
九
九
五
年
）、
森
朋
久
「
小
菅
御
殿
」（『
か
つ
し
か
の
道
総
合
調
査
報
告
書
』
葛
飾
区
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）、
井
上
攻
「
神
奈
川
御
殿
に
つ
い
て
」（
山
本
光
正
編
『
東
海
道
神
奈
川
宿
の
都
市
的
展
開
』
文
献
出
版
、
一
九
九
六
年
）、
簗
瀬
雄
一
「
中
世
の
千
葉
―
千
葉
堀
内
の
景
観
に
つ
い
て
―
」（『
千
葉
い
ま
む
か
し
』
第
一
三
号
、
二
〇
〇
〇
年
）、
同
「
千
葉
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
御
殿
跡
―
千
葉
御
殿
と
千
葉
御
茶
屋
御
殿
―
」（『
千
葉
い
ま
む
か
し
』
第
一
八
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
「
徳
川
将
軍
の
御
殿
と
御
茶
屋
―
千
葉
御
茶
屋
御
殿
跡
を
中
心	
に
―
」（
千
葉
城
郭
研
究
会
編
『
城
郭
と
中
世
の
東
国
』（
高
志
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）。
発
掘
成
果
と
し
て
宇
田
川
洋
編
『
青
戸
・
葛
西
城
址
調
査
報
告
Ⅱ
』（
葛
西
城
址
調
査
会
、
一
九
七
四
年
）
な
ど
、『
調
査
概
報
遠
江
新
居
宿
「
御
殿
跡
」
遺
跡
』（
新
居
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四
年
）、『
御
殿
・
二
之
宮
遺
跡　
第
（
次
調
査
の
あ
ら
ま
し
』
（
磐
田
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
四
年
）
な
ど
、
岡
田
茂
弘
『
千
葉
御
茶
屋
御
殿
第
5
次
調
査
概
報
』（
千
葉
市
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）
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な
ど
、
谷
口
栄
「
青
戸
御
殿
の
調
査
」（『
考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル　
特
集
徳
川
将
軍
家
と
御
殿
』
第
六
五
一
号
、
二
〇
一
四
年
）
な
ど
が
あ
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
成
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
（
5
）		
「
家
忠
日
記
」（『
増
補
続
史
料
大
成
』
第
十
九
巻
）。
（
（
）		
拙
著
『
将
軍
の
鷹
狩
り
』（
同
成
社
、
一
九
九
九
年
）
一
一
一
～
一
八
〇
頁
。
同
『
江
戸
幕
府
放
鷹
制
度
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）
六
〇
～
一
〇
五
頁
。
（
（
）		
『
新
訂　
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
四
、一
九
七
頁
。
（
（
）		
中
村
孝
也
著
『
徳
川
家
康
文
書
の
研
究
』
下
巻
之
二
（
日
本
学
術
振
興
会
、
一
九
六
一
年
）
二
四
八
～
二
四
九
頁
。
（
（
）		
「
駿
府
記
」（『
史
籍
雑
纂
・
當
代
記
・
駿
府
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
五
年
）
二
三
八
頁
（
慶
長
十
七
年
十
二
月
十
五
日
条
）。
（
（0
）		
「
御
鷹
野
旧
記
」
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
蔵
。
（
（（
）		
「
東
武
実
録
」
二
（『
内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
』
二
）、
五
三
六
～
五
三
八
頁
。
註	（
（
）、
七
九
～
八
六
頁
。
（
（（
）		
『
越
谷
市
史
』	
三
史
料
一	（
越
谷
市
役
所
、
一
九
七
三
年
）、	
六
七
九
～
六
八
〇
頁
。
（
（（
）		
『
新
編
武
州
古
文
書
』
上
（
角
川
書
店
、
一
九
七
五
年
）
四
四
九
頁
。
（
（（
）		
和
泉
清
司
『
伊
奈
忠
次
文
書
集
成
』（
文
献
出
版
、
一
九
八
一
年
）
三
二
一
～
三
二
三
頁
。
（
（5
）		
「
駿
府
記
」（『
史
籍
雑
纂
・
當
代
記
・
駿
府
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
五
年
）
二
二
二
頁
。
（
（（
）		
右
同
、
二
四
八
頁
。
（
（（
）		
右
同
、
三
一
七
頁
。
（
（（
）		
拙
著
『
江
戸
幕
府
放
鷹
制
度
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
）。
（
（（
）		
「
公
餘
録
」、
学
習
院
大
学
資
料
館
保
管
。
（
（0
）		
「
家
忠
日
記
」（『
増
補
続
史
料
大
成
』
第
十
九
巻
）
三
五
四
～
四
九
七
頁
。
（
（（
）		
『
新
訂　
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
六
、三
四
〇
頁
。
（
（（
）		
『
新
訂　
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
第
十
四
、一
九
七
頁
。
（
（（
）		
『
川
崎
市
史
』
資
料
編
（
近
世
、
三
二
頁
。
（
（（
）		
次
の
二
つ
の
研
究
成
果
は
、
こ
の
史
料
に
沿
っ
て
立
論
し
て
い
る
。
村
上
直
「
小
菅
御
殿
と
小
杉
陣
屋
に
関
す
る
一
考
察
」（『
川
崎
市
史
研
究
』	
創
刊
号
、	
一
九
九
〇
年
）。『
川
崎
市
史
』	
通
史
編
（
近
世
、	
六
〇
～
七
二
頁
。
（
（5
）		
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
大
日
本
地
誌
大
系
）
第
三
巻
、
一
九
四
～
一
九
五
頁
。
（
（（
）		
右
同
、
三
〇
六
～
三
〇
七
頁
。
（
（（
）		
丸
山
雍
成
「
初
期
本
陣
に
関
す
る
一
試
論
」（『
日
本
歴
史
』
二
〇
五
号
、
一
九
六
五
年
）、
の
ち
に
『
近
世
宿
駅
の
基
礎
的
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
五
年
）
に
所
収
。
同
「『
初
期
本
陣
』
再
論
」（
豊
田
武
博
士
古
稀
記
念
会
編
『
日
本
近
世
の
政
治
と
社
会
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
）、
同
「『
初
期
本
陣
』
を
め
ぐ
る
問
題
」（『
日
本
近
世
交
通
史
の
研
究
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
）
に
所
収
。
（
（（
）		
中
島
義
一
「
徳
川
将
軍
家
御
殿
の
歴
史
地
理
的
考
察
（
第
一
報
）
―
南
関
東
の
場
合
―
」（『
駒
沢
地
理
』
第
一
四
号
、
一
九
七
八
年
）。
（
（（
）		
井
上
攻
「
神
奈
川
御
殿
に
つ
い
て
」（
山
本
光
正
編
『
東
海
道
神
奈
川
宿
の
都
市
的
展
開
』、
文
献
出
版
、
一
九
九
六
年
）。
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（
（0
）		
『
徳
川
実
紀
』
第
一
篇
、
五
六
八
頁
。
（
（（
）		
「
駿
府
記
」（『
史
籍
雑
纂
・
當
代
記
・
駿
府
記
』（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
五
年
）
二
二
二
～
二
二
三
頁
。
（
（（
）		
『
江
戸
幕
府
日
記
（
姫
路
酒
井
家
本
）』
第
七
巻
（
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
三
四
三
頁
。
（
（（
）		
『
竹
橋
餘
筆
』（
汲
古
書
院
、
一
九
七
六
年
）
一
五
六
頁
。
（
（（
）		
右
同
、
一
九
六
頁
。
（
（5
）		
「
葛
西
志
」（『
東
京
市
史
稿
』
市
街
篇
第
五
）
五
七
三
～
五
七
四
頁
。
（
（（
）		
「
御
場
御
用
留
」、
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
蔵
。
（
（（
）		
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』（
大
日
本
地
誌
大
系
）
第
二
巻
、
一
～
六
頁
。
（
（（
）		
註	（
（（
）
に
同
じ
。
（
（（
）		
『
徳
川
実
紀
』
第
五
篇
、
五
四
六
頁
。
（
（0
）		
福
澤
徹
三
「
一
七
世
紀
後
半
の
向
島
（
墨
田
区
北
部
）
で
の
鷹
狩
り
と
木
母
寺
・
隅
田
川
御
殿
」（
江
戸
遺
跡
研
究
会
編
『
徳
川
御
殿
の
考
古
学
』、
二
〇
二
〇
年
）。
（
（（
）		
『
徳
川
実
紀
』
第
五
篇
、
四
五
一
頁
。
（
（（
）		
『
徳
川
実
紀
』
第
六
篇
、
二
六
六
頁
、
三
二
五
頁
。
（
（（
）		
註	（
（（
）、
五
四
七
頁
。
（
（（
）		
註	（
（（
）、
二
四
頁
。
（
（5
）		
註	（
（（
）、
七
一
頁
。
（
（（
）		
註	（
（（
）、
二
八
七
頁
。
（
（（
）		
註	（
（（
）、
三
一
四
頁
。
（
（（
）		
註	（
（（
）、
三
二
五
頁
。
（
（（
）		
註	（
（（
）、
三
二
六
頁
。
（
50
）		
註	（
（（
）
に
同
じ
。
（
5（
）		
『
川
崎
市
史
』
通
史
編
（
近
世
、
一
九
四
～
一
九
五
頁
。
（
5（
）		
註	（
（（
）、
四
三
七
頁
。
（
5（
）		
註	（
5（
）、
五
四
六
頁
。
（
5（
）		
註	（
5（
）、
五
五
三
頁
。
（
55
）		
註	（
5（
）、
五
八
七
頁
。
（
5（
）		
註	（
（（
）、
五
九
四
頁
。
（
5（
）		
註	（
（（
）、
六
一
六
頁
。
（
5（
）		
註	（
（（
）、
六
六
九
頁
。
（
5（
）		
『
徳
川
実
紀
』
第
七
篇
、
八
九
頁
。
（
（0
）		
右
同
、
一
二
四
頁
。
（
（（
）		
「
文
昭
院
殿
御
実
紀
附
録
巻
上
」、
右
同
、
二
五
九
頁
。
（
（（
）		
右
同
、
二
六
〇
頁
。
（
（（
）		
註	（
（（
）、
二
九
二
～
三
四
八
頁
。
（
（（
）		
工
藤
航
平
「
公
儀
の
庭
・
浜
御
殿
の
変
遷
と
意
義
」（『
東
京
都
公
文
書
館
調
査
研
究
年
報
』
第
三
号
、
二
〇
一
七
年
）。
（
（5
）		
『
徳
川
実
紀
』
第
八
篇
、
二
〇
〇
頁
。
（
（（
）		
註	（
（5
）、
六
八
一
頁
。
（
（（
）		
「
御
場
一
件
」
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
蔵
。
な
お
、
小
菅
御
殿
の
研
究
に
は
、
本
間
清
利
『
関
東
郡
代
』（
埼
玉
新
聞
社
、
一
九
七
七
年
）
一
四
八
～
一
四
九
頁
、
拙
稿
「
寛
政
期
に
お
け
る
鷹
場
制
度
の
展
開
過
程
」（『
法
政
史
論
』
第
五
号
、
一
九
七
八
年
）、
拙
共
著
『
鷹
場
史
料
の
読
み
方
・
調
べ
方
』（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
五
年
）
一
四
九
～
一
五
一
頁
、
同
『
将
軍
の
鷹
狩
り
』（
同
成
社
、
一
九
九
九
年
）
一
〇
七
～
一
一
〇
頁
、
森
朋
久
「
小
菅
御
殿
」（『
か
つ
し
か
の
道
（34）203
総
合
調
査
報
告
書
（
葛
飾
区
文
化
財
専
門
調
査
報
告
書
三
）』（
葛
飾
区
教
育
委
員
会
、
一
九
九
三
年
）。
（
（（
）		
「
御
場
一
件
」
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
蔵
。
（
（（
）		
『
徳
川
実
紀
』
第
九
篇
、
七
六
九
頁
。
（
（0
）		
註	（
（（
）
に
同
じ
。
（
（（
）		
註	（
（（
）、
八
二
～
八
三
頁
。
（
追
記
）	　
本
稿
は
、
二
〇
二
〇
年
二
月
一
―
二
日
に
開
催
さ
れ
た
江
戸
遺
跡
研
究
会
第
三
二
回
大
会
で
発
表
し
た
内
容
を
も
と
に
、
不
足
を
補
い
、
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
同
研
究
会
の
皆
様
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
